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大正九年、十六歳で米川小学校訓導となり、大正十三年、新五年生の担任となった首藤
清喜先生は、唱歌をクラスの歌にしたり、初めて修学旅行を実施したり、子供たちの提案の神
社の掃除をしたりと、教え子らと一体となった新しい教育に取り組みました。
大正十三年十月二十日、四時間目の授業中に突然教壇に倒れ、そのまま九日間眠りつづ
け、目を覚ました時は自分の失明を知り、大学病院での三か月の入院加療も効なく、自殺を
考える程に絶望の淵に陥りました。教え子たちは、相談の上毎日交代で、先生の手を引き若
草神社に参拝し、神様にお願いしました。
大正十四年三月五日、その日も二人の教え子に誘われ、若草神社に参拝の帰途、参道の途
中で一服し、煙草に火をつけようとしたとたん、下駄の足元が狂い、そのまま崖を転げ落ちた。
動転した子供たちは泣き叫びながら崖を降り、すがり付いて絶叫した。子供らの声に醒め、目
を開いた先生はそこに教え子二人の顔が見え、肩を抱き合って泣き、喜んだ。

この奇跡は「昭和の壺坂」として広く新聞雑誌に報道され、更に内田吐夢監督によって文
部省映画「黎明の郷」となり、「師弟愛の教育美談」として全国に紹介されました。

米 川 新 聞 ２６.３
　　歴史探訪シリーズ　「ふる里の歴史を知ろう　」

開明坂由来記　　今年３月 開眼９０周年

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
発行元： 米 川地 域振 興会
発行日： 平成２６年３月 1日
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Hospitality and  Smile 

K.M Y.N Y.O 

  

    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 

テレビ「小川宏ショー」のひとコマ 

（中央が首藤清喜氏） 

日
本
画
を
描
き
続
け
た
在
り
し
日
の
 

首
藤
清
喜
氏
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　平成２６年春季全国火災予防運動
　　期　　　間：　３月１日から３月７日まで
　　防火標語：　『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』
　　　　　山火事にも十分注意して下さい！

優
勝
米
川
６
区

第
５
回
米
川
地
区
イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
　

）

　
冬
季
の
運
動
不
足
解
消
と

世
代
間
交
流
を
目
的
に
、
第

５
回
米
川
地
区
イ
ン
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
）
大

会
（
共
催
＝
東
和
地
区
体
協

米
川
支
部
、
米
川
地
域
振
興

会
）
が
、
2
月
１
５
日
夜
、

米
川
公
民
館
で
開
催
。

　
今
大
会
に
は
、
過
去
最
高

と
な
る
１
８
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
（
当
日
は
、
深
夜
か

ら
の
積
雪
の
た
め
、
ま
た
夜

間
走
行
の
安
全
を
考
え
て
５

チ
ー
ム
が
参
加
を
断
念
）
。

　
開
会
式
で
は
、
岩
淵
正
宏

支
部
長
、
及
川
浩
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
昨
年
優
勝
の
米

川
２
区
亀
卦
川
康
徳
監
督
が

優
勝
杯
返
還
と
選
手
宣
誓
を

行
い
、
試
合
開
始
。
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
８
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

。

　
結
果
は
次
の
通
り

。

▽
優
勝
　
ツ
イ
ン
タ
ー
ボ

　
　
　
　
　

（
米
川
６
区

）

▽
準
優
勝
チ
ー
ム
フ
ァ
イ
ブ

A
　
　
　
　

（
米
川
2
区

）

▽
第
３
位
米
川
3
区

　
こ
の
ユ
ニ
カ
ー
ル
競
技
は

軽
運
動
に
属
し

、
手
軽
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

、

体
協
米
川
支
部
と
米
川
地
域

振
興
会
が
奨
励

。
老
人
会
も

導
入
し
て
お
り

、
毎
年
参
加

者
が
増
え
て
い
ま
す

。
一
度

体
験
し
て
下
さ
い

。
楽
し
く

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

。

　米川の水かぶり
　
千
人
を
超
え
る
観
光
客

　
約
8
０
０
年
以
上
前
か
ら

米
川
五
日
町
に
伝
わ
る
火
伏

の
伝
統
行
事

「
米
川
の
水
か

ぶ
り

」
が
2
月
4
日

、
五
日

町
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
氷
点
下
の
早
朝

、
宿
に
集

合
し
た
五
日
町
の
男
衆
２
３

人
が

、
水
か
ぶ
り
装
束
を
支

度

。
午
前
１
0
時
３
０
分

、

大
慈
寺
境
内
の
秋
葉
大
権
現

を
参
拝

。
こ
の
時
か
ら

「
神

の
化
身

」
と
な

っ
た
男
衆
は

町
に
繰
り
出
し

、
軒
先
に
置

か
れ
た
桶
の
水
を
威
勢
よ
く

屋
根
に
か
け
て
火
伏
を
祈
願

し
ま
し
た

。
ま
た

、
千
人
を

超
え
る
観
光
客
が

、
男
衆
を

目
が
け
て

、
水
し
ぶ
き
を
浴

び
な
が
ら
も
ワ
ラ
を
我
先
に

抜
こ
う
と
必
死
で
し
た

。

　
行
事
付
帯
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
震
災
犠
牲
者
の
追
悼

、
伝

統
行
事
の
P
R

、
ま
た
集
客

す
る
こ
と
で
特
産
品
の
販
売

に
も
繋
げ
よ
う
と

、
水
か
ぶ

り
行
事
に
付
帯
し
た
イ
ベ
ン

ト

「
雅
楽
奏
楽
会

」
（
主
催

＝
米
川
地
域
振
興
会

）
を
同

日
午
後

、
大
慈
寺
で
開
催

。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト

、
米
川
地

域
振
興
会
の
事
業

「
過
疎
集

落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事

業

」
の
一
環
で

、
曹
洞
宗
詔

音
会

（
東
京

）
の
３
名
の
僧

侶
を
お
招
き
し
て
の
開
催

。

生
の
幻
想
的
な
音
色
に
鑑
賞

者
か
ら

「
心
に
沁
み
る
音
色

に
安
ら
ぎ
を
覚
え
た

」
と

。

　
ま
た

、
今
回
初
め
て
の
試

み
と
な
る

「
水
か
ぶ
り
体
験

コ
ー
ナ
ー

」
も
設
置

。
地
元

の
高
校
生
や
関
西
の
大
学
生

も
参
加
し
好
評
で
し
た

。

八百年以上続く 

火伏の伝統行事 

威勢よく町に繰り出す水かぶりの一団 

初 

幻想的な音色を奏でる詔音会の僧侶 

開会式でルール説明を受ける選手 

熱戦を展開する各チーム 
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米
川
　
岸
名
和
子

錦
織
　
及
川
守
男

米
川
　
及
川
豊
子

米
川
　
小
野
寺
和
彦

米
川
　
及
川
ヤ
エ

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
千
葉
富
子

米
川
　
及
川
裕
子

米
川
　
千
葉
勝
保

春
駒
の
絵
馬
に
今
年
の
願
か
な

磯
海
女
の
桶
に
屋
号
の
文
字
一
つ
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折
り
に
訪
ひ
無
事
を
問
ふ
娘
や
シ
ク
ラ
メ
ン

リ
フ
ォ
ー
ム
を
終
え
て
祝
の
シ
ク
ラ
メ
ン

命
綱
た
る
み
て
海
女
の
船
に
立
つ

員
に
寿
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　クール米川プロジェクト第2回現地訪問が2月3日(月)～6日(木)行われました。
この取り組みは奈良大学など関西の大学生が米川地域を訪れ、地域活性化に協力するという取り組みです。
今回の訪問では普通の旅行や研修等では絶対に味わえない、内容の濃い体験を学生たちにしてもらいまし
た。初日は地域をざっと視察した後、地域のお母さんに教わり郷土料理の「はっと汁」を作りました。小麦粉を
練って薄く伸ばし、ちぎって鍋に入れるのですが、手にくっつき、薄く作るのは意外と難しいのです。鱒淵地区
の住民の方との交流会では、この「はっと汁」の他、関西人がお好み焼きとたこ焼きを作ってくれました。

　2日目は五日町に伝わる火伏の伝統行事「米川の水かぶり」の見学・手伝いを
してもらいました。五日町の住民以外が行事に出ると火事が起こるという言い伝
えがあり、外部の人の参加は厳しく規制されていますが、今年は初めて本祭後
に装束付けの体験の時間を設けました。学生たちも藁で装束を作ったり、実際
に着てみたり、貴重な体験をしました。
　3日目は-10℃前後の寒さと雪を経験。公民館の駐車場を雪かきもしてもらい
ました。

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

米
川
長
生
大
学
開
催

平
成
２
５
年
度
　
第
5
回
学
習
会
と
閉
講
式

　
一
年
の
活
動
の
締
め
と
し

て
、
米
川
長
生
大
学
（
運
営

委
員
長
＝
佐
藤
憲
一
氏
）
が

2
月
2
5
日
、
米
川
公
民
館

で
、
第
5
回
学
習
会
と
閉
講

式
を
開
催
。
4
地
区
の
老
人

会
か
ら
１
３
７
名
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
「
３
年
間

の
公
民
館
活
動
を
振
り
返
っ

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
米
川
公

民
館
長
が
講
演
、
そ
の
後
、

「
萌
乃
会
」
を
招
い
て
プ
ロ

の
舞
踊
を
鑑
賞
。

　
閉
講
式
で
は
、
学
習
会
に

年
３
回
以
上
参
加
さ
れ
た
会

１月の兼題　　シクラメン　海女　春駒

　
会
員
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
閉
講
式
の
後
に
行
わ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
９
つ

の
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露

さ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
選
者
の
一
句

春
駒
の
ひ
ず
め
軽
や
か
館
ヶ
森

腰
綱
の
手
繰
り
手
厚
く
海
女
の
夫

聖
堂
の
静
寂
に
赤
き
シ
ク
ラ
メ
ン

海
女
潜
る
海
よ
帰
れ
と
祈
り
つ
つ

シ
ク
ラ
メ
ン
の
売
り
声
高
く
農
高
生

春
駒
の
参
道
駆
く
る
蹄
音

た
だ
い
ま
と
シ
ク
ラ
メ
ン
に
も
声
か
け
る

プロの舞踊を堪能する参加者 

練習の成果をご披露する参加者 
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20 木 柳絮会俳句教室、あばせ教室、東和ﾊﾞﾚｰ協会
1 土 土曜学習教室、剣道ｽﾎﾟ少 21 金 ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
2 日 22 土 剣道ｽﾎﾟ少

米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室 23 日
ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、剣道ｽﾎﾟ少 24 月 ｼﾆｱ体力づくり教室

4 火 25 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
5 水 ｶﾗｵｹ教室、泉趣会、福扇会、剣道ｽﾎﾟ少 26 水 泉趣会
6 木 あばせ教室、米川みどりの会、東和ﾊﾞﾚｰ協会 27 木 東和ﾊﾞﾚｰ協会
7 金 絵手紙教室、あばせﾖｶﾞ教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 28 金 あばせﾖｶﾞ教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
8 土 東和中謝恩会、剣道ｽﾎﾟ少 29 土
9 日 30 日
10 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少 31 月
11 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、ふれあいｻﾛﾝ、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ

登米市、泉趣会、わいわい広場 1 火 ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
剣道ｽﾎﾟ少 2 水 県民共済

13 木 福扇会、東和ﾊﾞﾚｰ協会 3 木 あばせGG
14 金 つるし飾り教室、絵手紙教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ、社協 4 金 ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ
15 土 土曜学習教室、剣道ｽﾎﾟ少 5 土
16 日 JP労組 6 日
17 月 米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室 7 月 ｼﾆｱ体力づくり教室

ことほぎｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾃｨｯｸ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 8 火 ことほぎｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾃｨｯｸ、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ､東和中PTA
ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 9 水

19 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室、福扇会、剣道ｽﾎﾟ少  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載
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　3日目の夜は地域住民の方たちを相手に米川の感想や提言を発表。
この学生が強調していたのが、米川の住民の人柄。

住民同士仲が良く、来訪者に対するおもてなしの意識が非常に強い。心理学科の学生の視点を活かし、「田
舎の人の温かさを活かしたうつ病患者のカウンセリング」などのアイデアが出ました。学生からは、「旧米川簡
易郵便局の古い建物や三経塚などの地域の資産が放置されている。整備して活用を」という提案が出まし
た。奈良などでは史跡が整備・保存されているのに、こちらではそのまま廃れていくのが残念に見える
ようです。ＩＴ企業に就職が決まっている学生からは「インターネットを
通じて、人と人との新しい繋がりを創りたい」という観点から地域活性化
の提案をしてくれました。ありのままの米川をネット上で発信していくア
イデアを提示しました。その後は、住民の方と意見交換。住民にとって
も学生にとっても普段経験できない刺激的な時間を持てたと思います。
　4日目最終日は米川小学校を訪問しました。なんと全校生徒82名が
お出迎えしてくれました。手品や歌で交流、小学生のお話も聞きました。

行政区

３月の予定

１区

米川の世帯数と人口

世帯数
348

平成２６年１月末現在

184
女

180 164
男

４月の予定

18

計

114 173

72

１０区

７区

41 69

８区
９区 72

114

981 1,283

75
127

        編集後記 
 平成２３年４月からスタートした「米川新聞」

は、今年で４年目を迎えます。 

米川の歴史、イベント情報、公民館行事、俳

句等を紹介しております。地域の皆様からの

情報や記事もお待ちしておりますので気軽

に投稿下さい。  

米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 


